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1. 序論 

佐賀平野には筑後川、嘉瀬川などをはじめとする

大小の河川が、我が国最大の干満差を有する有明海

へと流入している。佐賀平野背後の脊振山系に比較

して広大な平野部を有し、その一部は低平地である

ため、常に水害・干害に悩まされてきた。このよう

な特色を持つ地域に適した水利形態として、クリー

クが縦横に張り巡らされている。クリークは、かつ

てアオ取水で取水された水や雨水を貯留したり、大

雨の際に雨水を排水したりする水路であった。灌漑

用水路としての機能のほか、排水路、ため池、遊水

池としての機能も有しており、降雨の際には、洪水

を流下させるとともに流下能力を上回る部分を空き

断面に一時的に貯め込むことにより、周辺農地や宅

地への被害を防ぎ、晴天時には、用水として貯め込

んでいた水を農地に供給する。このように、佐賀平

野の特色に極めてうまく適合するように形成されて

きた施設といえる。 

本研究では、クリーク網が特に集中している佐賀

駅の東側にある大溝雨水幹線水路に着目した。大溝

雨水幹線水路は、水路北部から流下する雨水を止

め、佐賀駅周辺の浸水を防ぐために作られた水路で

あり、今回はその治水効果を検討することを目的と

し研究を行った。 

2. 解析方法 

 本研究では、DHIのMIKE11を用いて、図-1に示

した研究対象範囲である十間掘川、多布施川、大溝

雨水幹線水路と、その 3つの水路網に囲まれたクリ

ーク網のモデルを作成し、一次元流れ解析を行っ

た。本研究においての解析期間は、近年で降水量の

多かった 2018年 7月 6日の 1:00から 2018年 7月 7

日の 0:00までとし、大溝雨水幹線水路の治水効果を

検討するため、大溝雨水幹線水路の有無による河川

の水位の違いを比較した。 

 解析に用いた境界条件として、多布施川の上流端

の流量に植木水位・流量観測所の実測値を、大溝雨

図-1 研究対象範囲 

図-2 大溝雨水幹線水路に与えた境界条件 

図-3 解析に用いた流量・水位の境界条件 
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水幹線水路の下流端の水位に大井手堰の実測値を与

えた。大溝雨水幹線水路に与えた流量は、図-2に示

すように北側から大溝雨水幹線水路に接続する４つ

の水路に、雨量観測所で得た実測の雨量とその水路

の集水域の面積を掛けて得た値を用いた。多布施川

および大溝雨水幹線水路に接続する水路に与えた流

量と大井手堰の水位の境界条件のグラフを図-3に示

す。 

本研究では、図-4に示した A地点、B地点、C

地点を流れる水路で大きな水位差が確認できたこと

と、住宅街を流れていることにより比較対象河川と

し、マニングの粗度係数は過去の研究データを参考

にした 1),2)。 

3. 結果・考察 

3.1 大溝雨水幹線水路がある場合（ケース１）  

 図-4にケース１の場合の比較対象河川の縦断方向

の最高水位を示す。ケース１では最高水位に達した

時間でも堤防から水があふれ出ることはなかった。 

大溝雨水幹線水路があることによって、雨水を貯

めこむことができ、佐賀駅周辺の市街地の方に水が

流れにくくなっていると考えられる。 

3.2 大溝雨水幹線水路がない場合（ケース２） 

 図-5にケース２の場合の比較対象河川の縦断方向

の最高水位を示す。ケース２では最高水位に達した

際には、堤防を越流し水があふれ出した箇所があっ

た。ケース１と比較すると A地点から B地点まで

は、ケース２の水位が高くなっているが、B地点か

ら C地点までの水位の差はほとんどないことが分か

った。B地点から C地点の水位の差があまり生じな

かったのは、ケース１で大溝雨水幹線水路に流入し

た雨が十間堀川を逆流したためと考えられる。また

大溝雨水幹線水路がないことによって、北部で降っ

た雨が大溝雨水幹線水路の南部にある水路に直接流

入し、中心市街地のほうに流れ込みあふれ出したか

らであると考えられる。 

4．結論 

 大溝雨水幹線水路がある場合、治水能力が向上

し、北部で降った雨が佐賀市街地に流れないように

するというメリットが考えられる。反対に大溝雨水

幹線水路がない場合、市街地の水路だけでは流下能

力が足りず、大雨の際は、洪水などが発生するとい

うことが考えられる。 

以上のことより本研究では、(１)大溝雨水幹線水

路がある場合、佐賀市街地での氾濫をある程度抑制

することができる、(２)大溝雨水幹線水路がない場

合、市街地の水路だけでは流下能力が足りず、洪水

が発生する、ということが分かった。 
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図-5 両ケースの縦断方向の最高水位 

図-4 水位比較対象河川 
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